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排 気 ガス中に尿素水 1 2 を添加 す るイ ンジ ェク タ 8 の尿素結 晶の固着 に よる一 時的な作 動不 良 を回復
させ るための制御方法 に関 し、尿素水 1 2 を供給 す る経路 （サ ク シ ヨンライ ン 1 4 ) が イ ンジ ェクタ 8
よ り上方か ら下 降 して該 イ ンジ ェクタ 8 に接続 す るよ うに配管 レイァ ゥ トを構 成 し、イ ンジ ェク タ 8 の
作動不 良が判定 され た時 に、経路 （サ ク シ ヨンライ ン 1 4 ) 内の尿素水 1 2 を一旦吸 い戻す操作 を介在
させ てか らポ ンプ 1 3 を停止 し、所定時間後 にポ ンプ 1 3 を再駆 動 してイ ンジ ェクタ 8 の作動不 良の判
定 を再 び行 う。



明 細 書

発明の名称 ：インジェクタの制御方法

技術分野

[0001 ] 本発明は、インジェクタの制御方法に関するものである。

背景技術

[0002] 近年、排気管の途中に排気ガス中のパティキユレ一 卜を捕集するパティキ

ユレ一 卜フィルタを備えると共に、該パティキユレ一 卜フィルタの下流側に

酸素共存下でも選択的にN O xをアンモニアと反応させ得る選択還元型触媒を

備え、該選択還元型触媒と前記パティキユレ一 卜フィルタとの間に還元剤と

して尿素水を添加 してパティキュレ一 卜とN O xの同時低減を図ることが考え

られている。

[0003] このようにする場合、選択還元型触媒への尿素水の添加がパティキユレ一

卜フィルタと選択還元型触媒との間で行われることになるため、排気ガス中

に添加された尿素水がアンモニアと炭酸ガスに熱分解されるまでの十分な反

応時間を確保 しょうとすれば、尿素水の添加位置から選択還元型触媒までの

距離を長くする必要があるが、パティキユレ一 卜フィルタと選択還元型触媒

とを十分な距離を隔てて離間配置させてしまうと、車両への搭載性が著 しく

損なわれるという不具合がある。

[0004] そこで、図 1 に示す如く、エンジンからの排気ガス 1 が流通する排気管 2

の途中に、排気ガス 1 中のパティキュレ一 卜を捕集するパティキュレ一 トフ

ィルタ 3 と、該パティキュレ一 卜フィルタ 3 の下流側に酸素共存下でも選択

的にN O xをアンモニアと反応させ得る性質を備えた選択還元型触媒 4 とをケ

—シング 5 ， 6 により夫々抱持 して並列に配置 し、パティキユレ一 卜フィル

タ 3 の出側端部と選択還元型触媒 4 の入側端部との間をS 字構造の連絡流路

7 により接続 し、パティキユレ一 卜フィルタ 3 の出側端部から排出された排

気ガス 1 が逆向きに折り返されて隣の選択還元型触媒 4 の入側端部に導入さ

れるようにした排気浄化装置が創案されている。



[0005] ここで、前記連絡流路 7 は、パティキユレ一 卜フィルタ3 の出側端部を包

囲 し且つ該出側端部から出た直後の排気ガス 1 を略直角な向きに方向転換さ

せつつ集合せ しめるガス集合室 7 A と、該ガス集合室 7 A で集められた排気

ガス 1 をパティキユレ一 卜フィルタ3 の排気流れと逆向きに抜き出すミキシ

ングパイプ7 B と、該ミキシングパイプ7 B により導かれた排気ガス 1 を略

直角な向きに方向転換させつつ分散せ しめ且つその分散された排気ガス 1 を

選択還元型触媒 4 の入側端部に導入 し得るよう該入側端部を包囲するガス分

散室 7 C とによりS 字構造を成すように構成されており、前記ミキシングパ

イブ7 B の入側端部の中心位置には、該ミキシングパイプ7 B 内に尿素水を

添加するためのィンジェクタ8 が前記ミキシングパイプ7 B の出側端部側へ

向けて装備されている。

[0006] 尚、ここに図示 している例では、パティキユレ一 卜フィルタ3 が抱持され

ているケ一シング5 内の前段に、排気ガス 1 中の未燃燃料分を酸化処理する

酸化触媒 9 が装備されており、また、選択還元型触媒 4 が抱持されているケ

—シング6 内の後段には、余剰のアンモニアを酸化処理するアンモニァ低減

触媒 1 0 が装備されている。

[0007] そ して、このような構成を採用すれば、パティキユレ一 卜フィルタ3 によ

り排気ガス 1 中のパティキユレ一 卜が捕集されると共に、その下流側のミキ

シングパイプ7 B の途中でインジェクタ8 から尿素水が排気ガス 1 中に添加

されてアンモニアと炭酸ガスに熱分解され、選択還元型触媒 4 上で排気ガス

1 中のN Oxがアンモニアにより良好に還元浄化される結果、排気ガス 1 中の

パティキュレ一 卜とN Oxの同時低減が図られることになる。

[0008] この際、パティキユレ一 卜フィルタ3 の出側端部から排出された排気ガス

が連絡流路 7 により逆向きに折り返されてから隣の選択還元型触媒 4 の入

側端部に導入されるようになっているので、尿素水の添加位置から選択還元

型触媒 4 までの距離が長 く確保され、尿素水からアンモニアが生成されるの

に十分な反応時間が確保される。

[0009] しかも、パティキユレ一 卜フィルタ3 と選択還元型触媒 4 とが並列に配置



され、これらパティキュレ一 卜フィルタ 3 と選択還元型触媒 4 との間に沿う

ように連絡流路 7 が配置されているので、その全体構成がコンパク 卜なもの

となって車両への搭載性が大幅に向上されることになる。

[001 0] 前述の如き排気浄化装置に備えられる尿素水添加用のィンジェクタ 8 では

、排気温度の高い運転状態からェンジンを急停止 した場合等の特別な条件下

でノズル内部に尿素結晶を析出 して しまうことがあり、その析出 した尿素結

晶が固着することで尿素水の噴射ができなくなる一時的な作動不良を起こす

ことがある。

[001 1] 即ち、エンジンの停止時には、キーオフと同時に尿素水が尿素水タンク側

へパージされ、寒冷地等におけるエンジン停止中の尿素水の凍結を防止する

措置が採 られるようになつているため （例えば下記の特許文献 1 等を参照）

、次にエンジンを始動する際には、インジェクタ 8 を空打ち して経路内の空

気を抜きながら尿素水を送 り込んでいくことになる。

[001 2] この際、インジェクタ 8 のノズルが尿素結晶で詰まっていると、空打ちに

よる空気抜きが行われないため、ポンプにより送 り込まれる尿素水が空気を

圧縮 しながら進むもののィンジェクタ 8 までは到 らず、該ィンジェクタ 8 の

ノズルまで尿素水を送 り込んで尿素結晶を溶かすことができないという事態

に陥ることがある。

[001 3] このような事態に陥った場合、従来においては、尿素水を送 り出すポンプ

を一旦停止 して尿素水の経路を減圧 し、所定時間経過後にポンプを再度駆動

して試験噴射を実施するという操作を繰 り返 し、減圧と加圧を交互に繰 り返

すことで尿素結晶の詰まりを解消 してインジェクタ 8 の回復を図るようにし

ている。

先行技術文献

特許文献

[0014] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 8 _ 1 0 1 5 6 4 号公報

発明の概要



発明が解決しょうとする課題

[001 5] しか しながら、インジェクタ 8 のノズル内における尿素結晶の固着の程度

が強い場合、ポンプを間欠的に運転 して減圧と加圧を繰 り返すだけでは十分

な回復が図れないことがあり、本来ならば尿素水に触れることで簡単に尿素

結晶が溶けてィンジェクタ 8 を正常な作動状態に戻せるはずの一時的な不具

合であるのに、ィンジェクタ 8 の作動不良が繰 り返されることで車両の自己

診断機能にインジェクタ 8 の異常として診断されて しまうという問題があつ

た。

[001 6] 本発明は上述の実情に鑑みてな したもので、尿素結晶の固着による一時的

なィンジェクタの作動不良を速やかに回復 し得るようにすることを目的とす

る。

課題を解決するための手段

[001 7 ] 本発明は、排気ガス中に尿素水を添加するインジェクタの尿素結晶の固着

による一時的な作動不良を回復させるための制御方法であって、尿素水を供

給する経路がィンジェクタより上方から下降 して該インジェクタに接続する

ように配管 レイァゥ 卜を構成 し、インジェクタの作動不良が判定された時に

、経路内の尿素水を一旦吸い戻す操作を介在させてからポンプを停止 し、所

定時間後にポンプを再駆動 してィンジェクタの作動不良の判定を再び行うこ

とを特徴 とするものである。

[001 8 ] 而 して、排気温度の高い運転状態からエンジンを急停止 した場合等にイン

ジェクタのノズル内部に尿素結晶が析出 し、その尿素結晶が固着 して尿素水

の嘖射ができな くなる一時的な作動不良が起きて しまうと、次にエンジンを

始動する際にィンジェクタを空打ち して経路内の空気を抜 きながら尿素水を

送 り込もうとしても、経路内の空気が抜けないためにポンプにより送 り込ま

れる尿素水がィンジェクタまで到達できない事態に陥るが、該ィンジェクタ

の作動不良が判定された時に、経路内の尿素水を一旦吸い戻す操作を介在さ

せてからボンプを停止 し、所定時間後にポンプを再駆動 してインジェクタの

作動不良の判定を再び行うように しているので、経路内で尿素水と空気との



界面が大きく揺 り動かされて尿素水と空気の置換が起こり易くなる。

[001 9] 即ち、相対的に比重の小さい空気が経路内を浮上 し易くなる一方、これと

入れ替わりに尿素水が経路内を流下 してインジェクタまで到達 し易くなるの

で、該ィンジェクタのノズル内まで尿素水が到達する機会が大幅に増加され

ることになり、該尿素水がィンジェクタのノズル内まで到達 しさえすれば、

該ノズル内に固着 した尿素結晶が溶かされてィンジェクタが正常な作動状態

に回復することになる。

[0020] また、本発明においては、ポンプで尿素水を所定圧力まで昇圧 した後に尿

素水の試験噴射を実施 し、その試験噴射時に圧力低下が無い場合にィンジェ

クタの作動不良を判定することが好ましく、更には、インジェクタの作動不

良の判定が所定回数繰 り返された時にィンジェクタの異常を判定することが

好ましい。

発明の効果
[0021 ] 上記 した本発明のインジェクタの制御方法によれば、経路内の尿素水を一

旦吸い戻す操作を介在させてからポンプを停止 して所定時間後にポンプを再

駆動することにより、経路内で尿素水と空気との界面を大きく揺 り動か して

尿素水と空気の置換を起こり易くすることができるので、経路内を浮上する

空気と入れ替わりに尿素水を経路内で流下せ しめることによりインジェクタ

まで到達させて尿素結晶を溶か し、該尿素結晶の固着による一時的なィンジ

ェクタの作動不良を速やかに回復することができ、車両の自己診断機能にィ

ンジェクタの異常として診断される頻度を大幅に低減することができる等種

々の優れた効果を奏 し得る。

図面の簡単な説明

[0022] [ 図1]従来の排気浄化装置の一例を示す概略図である。

[ 図2]本発明を実施する形態の一例を示す系統図である。

[ 図3] 図 2 のポンプにより尿素水を吸い戻す操作を説明する系統図である。

[ 図4] インジェクタの作動不良の判定方法について説明するグラフである。

[ 図5] 図 2 の制御装置における具体的な制御手順を示すフローチヤ一 卜である



発明を実施するための形態
[0023] 以下本発明の実施例を図面を参照 しつつ説明する。

[0024] 図 2 〜図 5 は本発明の一実施例を示すもので、図 2 中における符号の 1 1

は尿素水 1 2 を貯留 している尿素水タンク、 1 3 は該尿素水タンク 1 1 から

サクシヨンライン 1 4 を介 し尿素水 1 2 を吸い上げ且つその尿素水 1 2 をプ

レッシャーライン 1 5 を介 しインジェクタ8 へ送り出すポンプを示 している

[0025] ここで、尿素水 1 2 をインジェクタ8 へ供給する経路を成 しているプレツ

シャ一ライン 1 5 は、インジェクタ8 より上方から下降 して該インジェクタ

8 に接続するような配管 レイアウ トで構成されている。

[0026] また、尿素水 1 2 をインジェクタ8 へ供給するポンプ 1 3 は、正逆二つの

ポジションを切り替え可能に備えた流路切替バルブ 1 6 と、尿素水 1 2 の吸

排を実質的に担うポンプ本体 1 7 とを備えており、前記流路切替バルブ 1 6

のポジシヨンを図 2 の状態から図3 の状態に切り替えることにより、プレツ

シャ一ライン 1 5 の尿素水 1 2 をポンプ本体 1 7 で吸い戻すこともできるよ

うになっている。

[0027] 即ち、エンジンの停止時には、キ一オフと同時に流路切替バルブ 1 6 が逆

向きのポジション （図3 のポジシヨン）に切り替えられ、尿素水 1 2 がポン

プ本体 1 7 の駆動により尿素水タンク 1 1側へパ一ジされ、寒冷地等におけ

るェンジン停止中の尿素水の凍結を防止する措置が採られるようになってい

る。

[0028] また、前記ポンプ 1 3 内には、プレッシャーライン 1 5 の尿素水 1 2 の圧

力を検出する圧力センサ 1 8 も備えられており、該圧力センサ 1 8 の検出信

号 1 8 a が、インジェクタ8 、流路切替/ く' ルプ 1 6 、ポンプ本体 1 7 の操作

を制御信号 8 a ， 6 a , 1 7 a により制御 している制御装置 1 9 に入力さ

れ、前記圧力センサ 1 8 による検出値に基づいてインジェクタ8 の作動不良

の判定が行われるようになつている。



[0029] 即ち、図 4 のグラフに実線の曲線で示す如 く、サクシ ヨンライン 1 4 の尿

素水 1 2 をポンプ 1 3 により所定圧 （図 4 の例では 9 0 0 k P a ) まで昇圧

してか らインジェクタ 8 のノズルを全開に して試験嘖射を行い、その嘖射後

の適宜な検出タイミングで所定以上の圧力降下 （図 4 中の閾値以下の圧力降

下）が認め られない場合にィンジェクタ 8 の作動不良が判定されるようにな

つている。

[0030] 尚、インジェクタ 8 の作動が正常である場合には、図 4 のグラフに鎖線で

示す如 く、尿素水 1 2 が嘖射されることで所定以上の圧力降下 （図 4 中の閾

値以下の圧力降下）が起 こり、噴射後の適宜な検出タイミングで図 4 中の閾

値以下となるような圧力降下が確認できることになる。

[0031 ] また、制御装置 1 9 においては、インジェクタ 8 の尿素結晶の固着による

一時的な作動不良が判定された時に、図 5 に示す如きフローチヤ一 卜に従い

尿素結晶の固着による一時的なィンジェクタ 8 の作動不良を速やかに回復す

る措置が採 られるようになっている。

[0032] 前記制御装置 1 9 における具体的な制御手順は以下に詳述する通 りであ り

、先ずステ ップS 1 で異常カウンタの判定回数が 「0 」 とな り、次いで、ス

テ ツプS 2 でポンプ 1 3 が駆動されてサクシ ヨンライン 1 4 の尿素水 1 2 が

所定圧 （図 4 の例では 9 0 0 k P a ) まで昇圧された後、次のステ ップS 3

でィンジェクタ 8 の試験噴射が行われて前述の如き圧力の落ち方に基づきィ

ンジェクタ 8 の作動不良の有無が判定され、ィンジェクタ 8 の作動が正常と

判定されたな らば判定終 了となる。

[0033] —方、インジェクタ 8 の作動不良が判定されると、ステ ップS 4 に進んで

異常カウンタの判定回数が 「+ 1 」 とな り、次のステ ップS 5 で異常カウン

夕の判定回数が所定の判定回数 （例えば 1 0 回）を超えていなければステ ツ

プS 6 へ と進み、流路切替バルブ 1 6 を逆向きのポジシ ョン （図 3 のポジシ

ヨン）に切 り替え且つポンプ 1 3 を駆動することでプレッシャーライン 1 5

内の尿素水 1 2 を一旦吸い戻す操作が行われる。

[0034] ただ し、 この尿素水 1 2 を吸い戻す操作では、エンジンの停止時のように



プレッシャーライン 1 5 の尿素水 1 2 を尿素水タンク 1 1側へパージすると

ころまでは行わず、プレッシャーライン 1 5 内で尿素水 1 2 を僅かな距離分

だけ吸い戻す程度で良い。

[0035] そ して、前記尿素水 1 2 を吸い戻す操作を実施 した後、ステップS 7 でポ

ンプ 1 3 を停止 し、次いで、ステップS 8 で所定時間待機 してからステップ

S 2 へ戻り、ポンプ 1 3 を再駆動 してインジェクタ8 の作動不良の判定を再

び行う。

[0036] 尚、ステップS 5 にて異常カウンタの判定回数が所定の判定回数 （例えば

0 回）を超えたことが確認されたならば、車両の自己診断機能によりイン

ジェクタ8 の異常として診断が下されることになる。

[0037] 而 して、排気温度の高い運転状態からエンジンを急停止 した場合等にイン

ジェクタ8 のノズル内部に尿素結晶が析出し、その尿素結晶が固着 して尿素

水 1 2 の嘖射ができなくなる一時的な作動不良が起きて しまうと、次にェン

ジンを始動する際にィンジェクタ8 を空打ち してプレッシャーライン 1 5 内

の空気を抜きながら尿素水 1 2 を送り込もうとしても、プレッシャーライン

5 内の空気が抜けないためにポンプ 1 3 により送り込まれる尿素水 1 2 が

インジェクタ8 まで到達できない事態に陥るが、該インジェクタ8 の作動不

良が判定された時に、プレッシャーライン 1 5 内の尿素水 1 2 を一旦吸い戻

す操作を介在させてからポンプ 1 3 を停止 し、所定時間後にポンプ 1 3 を再

駆動 してインジェクタ8 の作動不良の判定を再び行うようにしているので、

プレッシャーライン 1 5 内で尿素水 1 2 と空気との界面が大きく揺 り動かさ

れて尿素水 1 2 と空気の置換が起こり易くなる。

[0038] 即ち、相対的に比重の小さい空気がプレッシャーライン 1 5 内を浮上 し易

くなる一方、これと入れ替わりに尿素水 1 2 がプレッシャーライン 1 5 内を

流下 してィンジェクタ8 まで到達 し易くなるので、該ィンジェクタ8 のノズ

ル内まで尿素水 1 2 が到達する機会が大幅に増加されることになり、該尿素

水 1 2 がインジェクタ8 のノズル内まで到達 しさえすれば、該ノズル内に固

着 した尿素結晶が溶かされてィンジェクタ8 が正常な作動状態に回復するこ



とになる。

[0039] 従って、上記実施例によれば、プレッシャーライン 1 5 内の尿素水 1 2 を

一旦吸い戻す操作を介在させてからポンプ 1 3 を停止して所定時間後にポン

プ 1 3 を再駆動することにより、プレッシャーライン 1 5 内で尿素水 1 2 と

空気との界面を大きく揺り動かして尿素水 1 2 と空気の置換を起こり易くす

ることができるので、プレッシャーライン 1 5 内を浮上する空気と入れ替わ

りに尿素水 1 2 をプレッシャーライン 1 5 内で流下せしめることによりイン

ジェクタ8 まで到達させて尿素結晶を溶かし、該尿素結晶の固着による一時

的なィンジェクタ8 の作動不良を速やかに回復することができ、車両の自己

診断機能にィンジェクタ8 の異常として診断される頻度を大幅に低減するこ

とができる。

符号の説明
[0040] 排気ガス

尿素水タンク

尿素水

3 ポンプ

1 4 サクシヨンライン （尿素水をインジェクタへ供給する経路）



請求の範囲

排気ガス中に尿素水 を添加するインジェクタの尿素結晶の固着 によ

る一時的な作動不良を回復 させるための制御方法であ って、尿素水 を

供給する経路がィンジェクタよ り上方か ら下降 して該インジェクタに

接続するように配管 レイァゥ 卜を構成 し、 ィンジェクタの作動不良が

判定された時に、経路 内の尿素水 を一旦吸い戻す操作 を介在 させてか

らポ ンプを停止 し、所定時間後 にポ ンプを再駆動 してインジェクタの

作動不良の判定を再び行 うインジェクタの制御方法。

ポ ンプで尿素水 を所定圧力 まで昇圧 した後 に尿素水の試験嘖射 を実

施 し、 その試験嘖射時に圧力低下が無い場合 にィンジェクタの作動不

良を判定する請求項 1 に記載のィンジェクタの制御方法。

ィンジェクタの作動不良の判定が所定回数繰 り返 された時にィンジ

ェクタの異常を判定する請求項 1 に記載のィンジェクタの制御方法。

ィンジェクタの作動不良の判定が所定回数繰 り返 された時にィンジ

ェクタの異常を判定する請求項 2 に記載のィンジェクタの制御方法。
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